







































English for Specific Purposes among Junior Colleges in Japan
−A Proposal towards Developing Programs with EGAP as a Common Core Subject−
天　野　剛　至＊
Abstract
While junior colleges in Japan continue to build their appeal as educational institutions for specialized 
studies, e.g. nursing, medical technology, nutrition, early childhood education, etc., English as a general 
subject has been criticized for being based on English for General Purposes (EGP), therefore providing 
little advancement from junior and senior high school curriculums. In contrast, an English for Specific 
Purposes (ESP) approach can be highly motivating for students as they learn how to incorporate English 
communication skills with their specialized studies. In introducing ESP programs to junior colleges, two 
suggestions are proposed in this article. First, English for General Academic Purposes (EGAP) should be 
made a common core subject and connected to each subject-specific English class systematically. Second, 
collaboration between English teachers and teachers of specific subjects is necessary in all areas of the 
education process, including learner needs analysis, material design, curriculum development, practical 
classroom application, and evaluation.


























































































































推測される ）の割合が拡大傾向にある（ 小杉, 
2014b, p.６）。学生たちが学ぶ分野別割合の推移
（ 表２）を見ても、事務職に直結する傾向の強い














した「 コース制 」7――例として、「 観光・エアラ
























（ 小杉,2014a,p.15;2014b,p.6より　資料出所は総務省統計局「2012年 就業構造基本調査 ｣）
表２　短期大学学生数の分野別割合の推移




































（『 学校基本法 』83 条第１項「 大学の目的 」）
　
そこで、田地野・水光（2005, p.11）はJordan（1997）







lish for Academic Purposes：学術目的の英語 ）と
































幼児教育学科（ 幼稚園教員 ）・食物栄養学科（ 栄











































ことになる（Lave & Wenger, 1991, p. 112；渡辺, 
2009, pp. 182-191）。さらに短期大学においては
学生が学術的な英語に触れる機会がさらに少なく








































それゆえ、田地野（2004, p. 13；2009, p. 134）
はEGPが目的を見失い、現実はENP（English 




























































































































































演・講義の聴き取り方 」「 ノートのまとめ方 」「 論
文の読み方 」「 論文の書き方 」「 プレゼンテーショ
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７　名称はほかに短期大学によって「 ユニット 」（ 静岡英
和学院大学短期大学部 ）、「 ステージ 」（ 小松短期大学 ）、




９　Dudley-Evans & St John（1998, pp. 5-7）によれば、
EOPはEPP（English for Professional Purposes：専門職
目的のための英語 ）とEVP（English for Vocational Pur-
poses：実務目的のための英語 ）に分類されるが、本稿に
おけるEOPとは原則EVPを意味するものとする。Dud-
ley-Evans & St JohnはEVPの定義について「 職業英語は
特定の業界または職業のためのトレーニングの言語に関
与し、職業前英語は就職活動や面接技術に関与する。そ
れはまた雇用者の期待と方針の理解を通じて仕事におい
て成功することに対処する。」と述べている（ibid）。
10　近年では英語を含む複数の外国語（ 中国語、韓国・朝
鮮語、ドイツ語、フランス語など ）のなかから選択が可
能な「 外国語選択必修 」型のカリキュラムを採用してい
る短期大学が少なくない。
11　野口（2009, pp. 2-6）は、ESPに対する誤解として次の
5つを挙げている。（1）ESPとは科学技術領域のみ扱う英
語教育である、（2）ESPとは論文執筆など学術目的に限
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